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中部鋼鈑㈱の現状と今後
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§１ ⽴地環境について
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愛知県は⽇本の「もの造り」の中⼼
中部鋼鈑は名古屋市の市街地に⽴地
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国内厚中板 地域別需要

出所：⽇本鉄鋼連盟

全国内需（2020年4⽉〜2021年3⽉）

：100,000t

関東地区, 20%

関⻄地区, 18%

中部地区, 14%

中国地区, 18%

九州/沖縄地区, 

15%

四国地区, 11%

東北地区, 2% 北海道, 2%

※輸出は除く

３地区で全国需要の５２％

半径300km

半径150km
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地域別スクラップ購⼊状況

地域別購⼊量と地域内調達率(2020年度)

出所：⽇本鉄源協会

単位：(万t)

・近畿に次ぐ⼤消費地だが、使⽤するスクラップの⼤宗を域内で調達可能

スクラップ
⾃給率 83% 91% 98% 69% 99%76%88% 74%
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名古屋 中部鋼鈑
①君津 ⽇本製鉄
②⼤分 ⽇本製鉄
③京浜 JFEスチール
④福⼭ JFEスチール
⑤倉敷 JFEスチール
⑥加古川 神⼾製鋼所
⑦⼤阪 中⼭製鋼所
⑧⼩倉 東京製鐵

厚板⼯場分布(厚板業界を取り巻く環境）

★ ①
②

③④⑤⑥⑦⑧

⽣産量

出所：⽇本鉄鋼連盟
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§２ マーケット環境について
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当社厚中板 ⽤途別需要

出所：⽇本鉄鋼連盟

当社厚板 ⽤途別受注

エンドユーザーヒアリングベース、輸出は僅少

国内⽣産シェア

⽇本製鉄

39%

ＪＦＥ

スチール

38%

神⼾製鋼所

12%

中部鋼鈑

5%

東京製鉄

4%

中⼭製鋼所

2%

2020年3⽉期
国内厚板⽣産
8,213千トン

産業機械

62%

⼟⽊・建築

27%

造船 0%

販売者向け

10%

その他需要

1%

2020年3⽉期
受注量

約50万トン
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中部鋼鈑製 厚板使⽤例（産機・建機）

産業機械 建設機械

⾃動⾞
(フレーム）

鉄道⾞両
(台⾞)
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中部鋼鈑製 厚板使⽤例（⼟⽊・建築）

延床⾯積 14,310㎡ （鉄⾻使⽤量：2,500t）

⼤阪堂島 A商業施設
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今後の厚板需要⾒通し

出所：⽇本鉄鋼連盟

コロナ禍による前年の⼤幅な減
少から回復基調。

⽤途 ⽅向感
販売
⽐率

産械
建機 62％

⼟⽊
建築 27％

造船 僅少

輸出 僅少

⼟⽊建築

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

国⼟強靭化関連予算額

公共⼯事は災害対策関連の予算
増強が織込まれ、それと共に鉄
鋼需要も伸⻑が予想される。

(億円)

機械受注統計
（船舶・電⼒除く⺠需）

ʻ20年の落ち込みか
ら回復し、堅調な需
要を⾒込む。
出所：内閣府

(億円）

産業機械

出所：内閣官房
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§３ 電炉プロセスと
⾼炉プロセス
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鉄鋼製造プロセス（鉄源⼯程）

出典 鉄鋼連盟資料

資源循環 （マテリアル・リサイクル）
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国内普通鋼⽣産実績

出所：⽇本鉄鋼連盟データ等に基づき中部鋼鈑作成

普通鋼品種別⽣産量

単位：万t

ʻ20年度実績
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ʻ20年世界主要地域炉別粗鋼⽣産⽐率（特殊鋼含む）

海外主要地域の電炉⽐率

出所：⽇本鉄源協会データに基づき中部鋼鈑作成

48.3%
51.7%

欧州 175百万㌧

25.4%

74.6%

日本 83百万㌧

27.1%

72.9%

南米
36百万㌧

9.2%

90.8%

中国

23.8%

76.2%

オセアニア

69.9%

30.1%

北米電炉比率

高炉比率

101百万㌧

1064百万㌧

6百万㌧
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新電気炉への更新を予定（ʻ23年度）
現電気炉

新電気炉

バッチ操業によるエネルギーロス

連続操業による環境対応⼒強化

電⼒原単位 ▲１５％
騒⾳レベル ▲１０%
ダスト発⽣量 ▲２０%

＊電⼒原単位はメーカー予測値
その他は当社予測値
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当社のCO2排出原単位 (排出量/製造ton)
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電炉更新(ECOARC_FIT）

スラブ直送率拡⼤
スラブ出⽚温度改善
加熱断熱効率改善
加熱抽出温度⾒直し
駆動モータのインバータ化
照明装置のLED化

鉄源⼯程⽣産性向上
圧延⼯程ＤＲ化
再⽣可能エネルギーの調達、等

〇81
〇25

▼70kt/ton

▼46%

⇒213kt
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§４ 中期経営計画
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循環型社会への貢献（スクラップリサイクル）
成⻑戦略の推進
持続可能な基盤整備の推進
ＥＳＧ／ＳＤＧｓ課題に対する取組の強化
㈱中⼭製鋼所との業務提携の推進

ʻ21中期経営計画（ʻ21年度〜ʼ23年度）

18中期⽬標 18〜20年度実績 21中期⽬標
販売数量※ 60万㌧ 61万㌧(１８年度） 70万㌧
連結経常利益 40億円 47億円（１９年度） 40億円
連結配当性向 25％ 毎期⽬標達成 30％

※18中期は厚板販売量、実績・21中期⽬標は鉄鋼製品販売量（含むスラブ）
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㈱中⼭製鋼所との業務提携

厚板製品の受委託

中山製鋼所から中部鋼鈑へ厚板製造委託を開始

スラブの受委託

鋼種と数量の拡大

カーボンニュートラルに向けた協働活動

輸送および購買での相互協力

グループ商事部門の提携

製造部門による定例会議
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ʻ22年3⽉期第2四半期実績
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第2四半期業績（連結）の概要

鉄鋼関連事業で、主需要先である産業機械・建設
機械向けの鋼材需要が回復。

販売数量が増加し、販売単価も前年を上回った⼀
⽅で、鉄スクラップ価格が⾼騰。

売上⾼ 266 億円 （※前期⽐８５億円増）

経常利益 7 億円 8億円減）（前期⽐

減益要因

増収要因

※2022年3⽉期より、収益認識会計基準を適⽤した会計⽅式に変更しております。
前期と単純⽐較すると、売上⾼が⼀部の⼦会社で減少する形になります。
よって、売上⾼増減は参考値とします。尚、営業利益、経常利益、当期純利益に与える影響はありません。
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第2四半期業績（連結）

2021年3⽉期
第2四半期

2022年3⽉期
第2四半期 増減 増減率

売上⾼ 18,178 26,643 (※) － －
営業利益 1,678 881 △797 △47.5%
経常利益 1,624 786 △838 △51.6%
親会社株主に帰属する
当期純利益 962 499 △463 △48.1%

1株当たり
当期純利益（円）

34.88 18.08 △16.8 △48.2%

（単位：百万円）
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セグメント別実績

2021年3⽉期
第2四半期

2022年3⽉期
第2四半期 増減

売上⾼ 営業利益 売上⾼ 営業利益 売上⾼ 営業利益

鉄鋼関連事業 16,747 1,556 25,363 714 (※) － △842

レンタル事業 300 9 326 22 +26 +13

物流事業 1,528 110 421 105 (※) － △5

エンジニアリング事業 1,114 △35 927 △0 △187 +35

セグメント間取引消去 △1,512 37 395 39 (※) － +2

連結合計 18,178 1,678 26,643 881 － △797

（単位：百万円）
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財務状況（連結）
（単位：百万円）

2021/3末 2021/9末 増減
資産の部 現預⾦ 7,764 8,944 +1,179

売上債権 12,394 16,043 +3,648
有価証券 15,502 12,900 △2,601
棚卸資産 7,477 7,486 +9
有形固定資産 19,305 18,736 △568
その他 7,022 7,018 △4
資産合計 69,466 71,128 +1,661

負債の部 仕⼊債務 4,337 4,918 +580
固定負債 1,057 1,089 +32
その他 1,302 2,002 +699

負債合計 6,697 8,010 +1,313
純資産の部 株主資本 61,350 61,581 +231

その他 1,418 1,536 +118
純資産合計 62,768 63,117 +348

負債純資産合計 69,466 71,128 +1,661
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キャッシュフロー（連結）

2021年3⽉期
第2四半期

2022年3⽉期
第2四半期 増減

税⾦等調整前当期純利益 1,533 786 △746
減価償却費 1,282 1,243 △39
売上債権の増減（△は増加） 431 △3,648 △4,080
棚卸資産の増減（△は増加） 295 △9 △304
仕⼊債務の増減（△は減少） 323 580 +256
その他 △1,246 17 △1,263

①営業活動によるキャッシュ・フロー 2,618 △1,031 △3,649
②投資活動によるキャッシュ・フロー △1,296 3,788 +5,084

配当⾦の⽀払額 △552 △275 +276
その他 △0 △0 －

③財務活動によるキャッシュ・フロー △553 △277 +276
現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼ 14,579 14,244 △335

（単位：百万円）
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ʻ22年3⽉期通期業績⾒通し
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通期 売上⾼⾒込み

ʼ21年度⽐
⽅向感

数量 鉄鋼関連市場での国内需要回復により販売数量は前
年度を上回る⾒通し。

単価 販売価格の値上げを進めており、ʻ21年度下期の値
上げ浸透により、通期では前年度を上回る⾒通し。

売上⾼ 数量・単価ともに前年度を上回り、売上⾼は⼤きく
増加する⾒通し。
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原材料・エネルギーコストの動向

ʼ21年度⽐
⽅向感

スクラップ ʼ20年度下期よりスクラップ価格が⼤幅に値上がりし、
今期も引き続き⾼⽌まりの⽅向

副資材 世界的な需要の⾼まりにより合⾦鉄等の副資材は値上が
りする⾒通し。

電⼒ ʼ20年度は若⼲上昇し、今期は更に単価が上昇する⾒通し。

LNG ʼ20年度に上昇、今期についても前年度を上回る⾒通し。
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コスト・利益⾒込み
ʼ21年度⽐

⽅向感

売上⾼ 数量増・単価上昇により⼤幅増収

売上原価 スクラップ・諸資材単価の上昇により増加

販売費及び
⼀般管理費 販売数量の増加により販売運賃増加

営業利益 営業原価の上昇はあるも、増益は確保
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セグメント別⾒通し（ʻ22年3⽉期）

鉄鋼関連事業

主要製品である厚板は産業機械・建設機械向け需要の回復により増収

原料や資材の高騰はあるも、それを上回る販価上昇を見込み増益

レンタル事業

コロナ影響は残るも、既存需要家への拡販や新規顧客の取込等で増収

営業活動拡大による販管費の増加などで減益

物流事業

危険物倉庫はリチウムイオンバッテリー関連の取扱が引き続き好調を維持

運送部門でも鉄鋼需要回復による取扱量増効果を見込み増益

エンジニアリング事業

コロナ影響による設備投資案件、修繕工事案件の減により減収

組織のスリム化等を進め、原価削減を見込み増益

ベトナム事業は売却完了（12月）。 今後は国内事業に経営資源を集中
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ʻ22年3⽉期 連結業績⾒通しの概要

増収要因 国内外での厚板需要の回復を背景に、販売数量・
販売単価とも前期を上回る⾒通し。

販売価格の是正が進み、スクラップ及び資材単価上
昇分のコスト吸収が可能となり、販売数量増加効果
と合わせ、前期⽐で⼤幅増となる⾒込み。

売上⾼ 億円

増益要因

661

経常利益 億円 28億円増）（前期⽐53

（※前期⽐ 258億円増）

※2022年3⽉期より、収益認識会計基準を適⽤した会計⽅式に変更しております。
前期と単純⽐較すると、売上⾼が⼀部の⼦会社で減少する形になります。
よって、売上⾼増減は参考値とします。尚、営業利益、経常利益、当期純利益に与える影響はありません。
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ʻ22年3⽉期 連結業績⾒通し

2021年3⽉期 2022年3⽉期
⾒通し

増減 増減率

売上⾼ 40,327 66,100 (※) － －
営業利益 2,574 5,400 +2,826 +109.7%
経常利益 2,532 5,300 +2,768 +109.2%
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,593 3,400 +1,807 +113.4%

1株当たり
当期純利益（円）

57.74 123.14 +65.40 +113.4%

（単位：百万円）
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設備投資・減価償却費⾒通し（連結）
（単位：百万円）

1,986 
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EBITDA

ʼ22年3⽉期
主な投資

受電所⾼周波フィルター更新
連続鋳造機セグメント⽼朽更新
加熱炉耐⽕物更新
排ガス⽔冷ダクト⽼朽更新
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主な資産の取得

ʻ21年3⽉期
通期

炉⾃動燃焼制御の導⼊ ３0百万円
加熱炉⾃動制御化：燃料使⽤量削減

スクラップヤードランウェイガーダの更新 190百万円
クレーンガーダ⽼朽更新：保全

受電変電所設備の更新 610百万円
受電設備⽼朽更新：⽣産性向上

ʻ22年3⽉期
第２四半期

板厚制御装置の更新 290百万円
制御装置⽼朽更新：品質向上

圧延ライン⾃動化システムの更新 230百万円
搬送制御装置⽼朽更新：⽣産性向上

業務ネットワーク機器の更新 20百万円
通信機器⽼朽更新：⾼速化、安全性能向上
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ʻ22年3⽉期 配当予想

株価と配当利回り配当と配当性向
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※株価は9月末基準、但し22年3月期は12/16時点
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